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輝く未釆に ア
　票一き清

　2月20日、孟地小学校では児童会の役員選挙

が行われ、在校生は手づくりの記載台と投票箱

にそれぞれの思いを込めて投票しました。役員

を終えた6年生はもうじき卒業式。伊沢和紙を

使った卒業証書を楽しみにしています。

主
な
内
容

たくさんの思い出を胸に

　ぽくたち私たちは今……②～0

生涯学習シリーズ……●…………●●⑨

みんなのトピックス……………⑩0

東京発、文芸…・……………・…・⑫⑬

お知らせ……・………・…●………⑭⑮



ぽ
く
た
ち

こー

わ
た
し
た
ち
は

ム
フ
…
…
…

　
た
く
さ
ん
の
思
い
出
を
胸
に
、
大

き
な
希
望
を
抱
き
な
が
ら
松
代
中
学

校
を
後
に
す
る
今
年
の
卒
業
生
は
、

五
十
九
人
。
九
年
間
の
義
務
教
育
を

終
え
た
生
徒
た
ち
は
、
自
分
で
目
指

し
た
道
へ
と
歩
き
始
め
ま
し
た
。
就

職
進
学
は
二
名
、
進
学
は
五
十
七
名

と
い
う
こ
と
で
す
。

　
道
は
そ
れ
ぞ
れ
違
っ
て
も
、
中
学

校
時
代
の
思
い
出
や
友
人
を
大
切
に

し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
羽
ば
た

い
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
も
う
じ
き
二
十
一
世
紀
、
君
た
ち

の
創
意
が
期
待
た
れ
て
い
る
時
代
で

す
。
大
き
な
目
標
や
す
ば
ら
し
い
夢

を
持
つ
て
、
フ
ァ
イ
ト
！
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　錘

小堺武士　いつでも　小堺健吾　人生から　植木まさし　自分の　石田伸一　高校に行池田孝宏　高校に入相沢公宏　この3年

初心を忘れずに、が友情を除けば、世界夢を叶えるために今　っても、いろいろと　ったら、みんなにお　間いろいろな思い出

んばっていきたいでから太陽を除くに等　まで以上の努力をし　頑張りたいです。　　くれをとらないよう　ができました。高校

す。　　　　　　　しい。　　　　　　ていきたいと思う。　　　　　　　　　　に勉強をがんばる。　でもがんばりたい。

卒業生

巣

立
ち

ひ前
と

室岡　誠　高校に入　寺田康宏　松代中学　田巻勝利　三年間を　鈴木健志　高校に入　嶋田将之　高校に入　佐藤茂樹　高校でも　　一

ったら野球でがんば　校卒業生として、こ　振り返って、僕は中　ったら、スポーツと　れたら、勉強につい　スキーをがんばりた　　㌔圃

る。　　　　　　　れからはいろいろと　学校でいろいろな事勉強ともにがんばる。て行けるようにがん　いと思います。

　　　　　　　　がんばりたい。　　　を学んだ。　　　　　　　　　　　　　　ばりたいと思う。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　と

小堺瞳いろいろ
あったけど、すべて

が大切な思い出にな

りました。

井上さやか今まで池田さつき　中学校若井信行　高校では　山本芳信　この中学　山岸雅史　これから

学んだことを、これ　を卒業しても勉強や新しい生活、経験を　校生活で学んだこと　も、中学校三年間で

から生かして頑張っ　仕事にがんばってい　して、将来に役立つ　を今後の生活に役立　学んだことを生かし

ていきたいです。　　きたいと思います。　ようにがんばりたい。てようと思う。　　　てがんばりたい。

一
』

‘

卒業生の担任より一冒

I
l
I
ロ

ヨ

i》自分の人生です。
匿

し

i大切に、大切に。
　

i納得のいく道を歩い
ヨ

iてください。
り

i　　　（山岸先生）
：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　レ
〈夢、目標、理想をi
　　　　　　　　　　りもって自分だけの時i
　　　　　　　　　　り
間表を作ってくださi
　　　　　　　　　　レ
　　　　　　　　　　じい。　　　　　　　　　　1
　　　　　　　　　　し
必ず実現します。　i
　　　　　　　　　　ヨ（八木先生）　、、．、／’／

口甲一一一一－一一一一一一一一一一一曽曹薗曹一一一，，甲甲一一一曹曽

　　　　　　　　　　亀
　　　　　　　　　　覧8

　　　　　　　　　　も
，

　　　　　　　　　　　もロ

　　　　　　　　　　　ユi▼大きな夢に向って＼
き

i自分の才能を使って　・
し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　も

1あげよう。失敗をお
と

iそれていては、何も　、、
1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　覧

　　　　　　　　　　　　　ヘロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　セ

　　　　　　　　　　　　　もiできないね。（栗岩先生）＼、l
l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

8　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　覧

　　．鑛．　　　　　　i
　　　　　　　　　　：
　　　　　　　　　　き
▲可能性を秘めた原i
　　　　　　　　　　り
石は、磨けば光る。i
　　　　　　　　　　ヨ
1人1人が個性のあi
　　　　　　　　　　ヨ
る宝石になれ。　　i
　　　　　　　　　　　
　　　　（井部先生）i
　　　　　　　　　　：
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今
年
の
中
学
校
吉

年
4
月
か
ら
5
5
年
・

れ
た
方
。
そ
の
頃
、

あ
っ
た
の
か
、
み
・

て
み
ま
し
ょ
う
。

▼
昭
和
54
年
は
、
口

め
て
『
共
通
一
次
・

た
年
で
す
。
そ
し
ー

ぐ
値
上
げ
の
中
で

機
』
と
な
り
、
石
吐

な
ど
省
エ
ネ
ル
ギ
・

た
年
で
も
あ
り
ま
、

野
動
物
園
の
パ
ζ

死
亡
し
た
の
も
こ
（

た
ち
の
涙
を
誘
い
・

▼
新
潟
県
で
は
、
・

清
水
ト
ン
ネ
ル
が
轟

と
の
注
目
を
集
め
・

国
公
立
大
学
で
初

入
試
』
を
実
施
し

て
、
原
油
の
相
次

『
第
2
次
石
油
危

油
5
％
節
約
運
動

1
の
声
が
高
ま
っ

し
た
。
ま
た
、
上

ダ
、
ラ
ン
ラ
ン
が

の
年
、
チ
ビ
ッ
コ

ま
し
た
。

上
越
新
幹
線
の
大

貫
通
、
世
界
最
長

な
が
ら
、
三
年
後

卒
業
生
は
昭
和
54

3
月
ま
で
に
生
ま

、
ど
ん
な
こ
と
が

ん
な
で
振
り
返
っ

の
開
通
に
大
き
く
前
進
し
ま
し
た
。

▼
町
で
も
、
大
き
な
動
き
が
数
多
く

あ
り
ま
し
た
。

　
ま
ず
4
月
に
は
、
そ
れ
ま
で
あ
っ

た
中
学
校
六
校
（
松
代
、
奴
奈
川
、
山

平
、
孟
地
、
清
水
と
桐
山
）
が
統
合

し
、
三
百
四
十
四
名
の
生
徒
が
集
う

『
松
代
中
学
校
』
が
ス
タ
ー
ト
。
現

在
、
生
徒
数
こ
そ
半
減
し
ま
し
た
が

文
化
や
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
に
数
々
の
記

録
を
残
し
、
優
秀
な
卒
業
生
を
送
り

出
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
統
合
後
の
廃
校
舎
の
活
用

と
し
て
、
山
平
中
学
校
は
『
早
稲
田

大
学
』
が
校
外
施
設
と
し
て
の
利
用

を
決
定
、
奴
奈
川
中
学
校
は
『
マ
ツ

ダ
電
子
工
業
』
が
進
出
し
て
操
業
を

始
め
、
そ
れ
ぞ
れ
、
全
国
の
注
目
を

集
め
た
の
も
こ
の
年
で
す
。

　
年
末
に
は
、
待
望
さ
れ
て
久
し
い

国
道
二
五
三
号
の
二
本
の
ト
ン
ネ
ル

（
儀
明
峠
、
薬
師
ト
ン
ネ
ル
）
が
開

通
、
陸
の
孤
島
の
汚
名
返
上
に
、
町

内
は
喜
び
に
溢
れ
か
え
り
ま
し
た
。

　
更
に
、
前
年
か
ら
工
事
の
行
わ
れ

て
い
た
峠
地
区
と
海
老
地
区
の
簡
易

水
道
が
完
成
、
給
水
が
始
ま
っ
た
ほ

か
、
役
場
庁
舎
の
南
側
に
は
除
雪
機

械
の
車
庫
と
運
転
手
の
待
機
・
宿
泊

施
設
と
し
て
『
防
雪
管
理
棟
』
が
建

設
さ
れ
、
冬
場
の
機
動
力
の
前
線
基

地
と
し
て
今
日
に
至
っ
て
い
ま
す
。

駈

仲村　瞳　中学校生　高橋章子　たくさん　関谷美希子　中学校　関谷貴子　多くの人鈴木タ希子　中学校斉木香恵　3年間色・j・堺みよ子　みんな

活は毎日毎日が変化　の友達から得たもの　での思い出を大切に　に出逢い多くの想い　を卒業し、これから　々あったけどすごく　との3年間、いろい

の連続で、すばらし　をこれからも大切に　して、なにごとにも　出ができました。今　もっと自分をみつけ　楽しかった。高校に　ろあったけど大切な

い3年間でした。　　していきたいです。　がんばっていきたい。までありがとう。　　ていきたいです。　　行っても頑張りたい。思い出になりました。

小堺豊　楽しい中　池田勝弥　高校に行長谷川幸子　短い間柳真梨・子私の3年村山和美　三年間、　萬羽恵子　想い出も　西方佑美　中学3年

学校生活を送れてよ　っても頑張る。　　　だったけど、楽しい　間はみんなに逢えて　楽しく過ごせてよか　できたし、友達と毎　間、言葉に表せない

かった、よかった。　　　　　　　　　　　思い出ができたと思　すっごく楽しかった　ったです。いい思い　日楽しく過ごせたし　くらい、たくさんの

　　　　　　　　　　う。　　　　　　　　です。あ｝）がとう。　出が作れてよかった。中学校生活文句なし。想い出ができた。

細野太一郎一年間樋口正宏中学灘中村孝幸1・2年田辺一幸陸L・駅瀬沼勇希三年間、鈴木直哉良い友達斉藤格長いよう
うれしいことがたく　活の3年間は短いよ　のころは長く感じら伝・スキーの練習がみんなとすごせて楽　と、良い思い出がでで短かった三年間。

さんあって、とても　うだったがたくさん　れたけど、今はとて　楽しかったので良か　しかったです。野球　きた。　　　　　　あっという間にすぎ

よかった一。　　　　の思い出ができた。　も短かったと思う。　った。　　　　　　　がたのしかった。　　　　　　　　　　　　さってしまった。
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市川誠子　みんなと

一緒にいるときは、

いつでも楽しかった

です。

若井邦明　松代中学　柳　伸一　みんなの　柳　憲司　あっとい

校よ、楽しい思い出おかげでとても充実　う間だったけど、本

をたくさんありがと　した三年間でした。　当に楽しい3年間だ

う。　　　　　　　　みんなありがとう。　った。

室岡一憲　3年間が室岡敦バレーボ宮澤和也　高校に行
とても早く感じた。 一ルの練習をして、　ったら、いろいろが

上手になれてよかっ　んばりたいです。

た。

関谷真衣　3年間の

思い出を大切にし、

これからもがんばっ

ていきたいです。

MATSUDAl

関谷ひとみ　一日一　小山友美　みんなで小堺佳枝　松代中学　ノj㌧堺　幸　みんなと

日をあせらず、ゆっ　過ごした3年間。忘　校での出来事を誇り　仲良く楽しく、且つ

くりと進みたい。　　れず、いつまでも大　に思いたい。　　　　安全に、いっぱい遊

　　　　　　　　切にしたい。　　　　　　　　　　　　　んだこと。

笠原千映　多くの友　井上奈緒・子　3年間

だちと知り合えて、　で楽しい思い出がた

いい思い出ができま　くさんできたので良

した。　　　　　　　かったです。

　　　　　　　％

山賀理恵　高校に行　宮澤理佳　三年間、

っても、中学校での　みんなと一緒に過ご

思い出を大切にして　せて、本当によかっ

いきたいです。　　　たです。

宮澤忍三年間の
中で一番楽しかった

一年間！

牧野えみ子　3年生

になって合唱コンク

ールで、最優秀賞を

とったこと。

西潟幸子　3年間の　高橋直子　いろんな

思い出を忘れずに高　友達ができ、沢山の

校でもがんばりたい　ことを学び、よい思

です。　　　　　　　い出ができました。

駅伝大会や球技大会も

ぐ郡駅伝大会女子

　Aチームは2位
　Bチームは5位
　と健闘しました。

みんながんばったね

◎ 囲 回

　〈

　月

　日
　　￥

羅岐
　阜
　県
　朝
　日
　村

1〉郡駅伝では、

Aチームは優勝、

Bチームは7位
と大活躍。

Aチームはその
後の地区大会で

も5位、県大会
にみごと出場し

ました。

田辺一幸君

『全中』夏・冬出場！グ

●全国中学校陸上大会

　　　　　　　　（8月・札幌市）

●全国中学校スキー大会

　　（2月・鈴蘭高原スキー場）
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　　　　　　　特別児童扶養手当のあらまし
別表1　中程度以上の障害とは　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　手当月額表（平成6年度）

蕃当月額

1人につき

1級47，800円

2級31，860円

　
目
や
耳
、
体
の
不
自
由
な
児
童
、

日
常
生
活
を
制
限
さ
れ
る
程
度
の
病

気
の
あ
る
児
童
、
ち
え
お
く
れ
や
情

緒
障
害
の
あ
る
児
童
な
ど
を
家
庭
で

育
て
て
い
る
父
や
母
、
あ
る
い
は
父

母
に
か
わ
っ
て
そ
の
児
童
を
育
て
て

い
る
人
に
児
童
の
福
祉
の
増
進
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
支
給
さ
れ
る

手
当
で
す
。

萎…槻……　　　灘繊慧li 灘萎li繋　　　　灘講ii萎i萎甕

雍 両眼の視力の和が0．04以下のもの 匪 両眼の視力の和が0．08以下のもの

2 両耳の聴カレベルが100デシベル以上のもの 2 両耳の聴力レベルが90デシベル以上のもの

3 両上肢の機能に著しい障害を有するもの 3 平衡機能に著しい障害を有するもの

4 両上肢のすべての指を欠くもの 4 咀囎（そしゃく）の機能を欠くもの

5 両上肢のすべての指の機能に著しい障害を有するも 5 音声又は言語機能に著しい障害を有するもの

の 6 両上肢のおや指及びひとさし指又は中指を欠くもの

6 両下肢の機能に著しい障害を有するもの 7 両上肢のおや指及びひとさし指又は中指の機能に著

7 両下肢を足関節以上で欠くもの しい障害を有するもの

8 体幹の機能に座っていることができない程度又は立 8 一上肢の機能に著しい障害を有するもの

ち上がることができない程度の障害を有するもの 9 一上肢のすべての指を欠くもの

9 前各号に掲げるもののほか、身体の機能の障害又は Io 一上肢のすべての指の機能に著しい障害を有するもの

長期にわたる安静を必要とする症状が前各号と同程 麟 両下肢のすべての指を欠くもの

度以上と認められる状態であって、日常生活の用を 12 一下肢の機能に著しい障害を有するもの

弁ずることを不能ならしめる程度のもの 13 一下肢を足関節以上で欠くもの
10 精神の障害であって、前各号と同程度以上と認めら 14 体幹の機能に歩くことができない程度の障害を有す

れる程度のもの るもの
Il 身体の機能の障害若しくは病状又は精神の障害が重 15 前各号に掲げるもののほか、身体の機能の障害又は

複する場合であって、その状態が前各号と同程度以 長期にわたる安静を必要とする症状が前各号と同程

上と認められる程度のもの 度以上と認められる状態であって、日常生活が著し
い制限を受けるか又は日常生活に著しい制限を加え
ることを必要とする程度のもの

16 精神の障害であって、前各号と同程度以上と認めら
れる程度のもの

17 身体の機能の障害若しくは病状又は精神の障害が重
複する場合であって、その状態が前各号と同程度以

上と認められる程度のもの

1
、
対
象
と
な
る
児
童

　
2
0
歳
未
満
で
身
体
ま
た
は
精
神
に

重
度
障
害
ま
た
は
中
度
障
害
（
別
表

1
を
参
考
）
が
あ
る
児
童

2
、
受
給
資
格
の
な
い
場
合

　
つ
ぎ
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
時

は
、
手
当
は
受
給
で
き
ま
せ
ん
。

①
日
本
に
住
ん
で
い
な
い
時

②
児
童
が
肢
体
不
自
由
児
施
設
や
精

　
神
薄
弱
児
施
設
な
ど
の
施
設
に
入

　
所
し
て
い
る
場
合

③
児
童
が
障
害
を
理
由
と
し
て
厚
生

　
年
金
な
ど
の
公
的
年
金
給
付
を
受

　
け
る
こ
と
が
で
き
る
場
合

3
、
認
定
請
求
の
方
法

　
手
当
を
受
け
る
に
は
、
居
住
地
の

市
町
村
窓
口
で
請
求
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

1
認
定
請
求
に
必
要
な
書
類
等
1

①
戸
籍
謄
本
等

②
世
帯
員
全
員
の
住
民
票

③
診
断
書
（
用
紙
は
市
町
村
窓
口
で

　
も
ら
い
、
医
療
機
関
で
診
断
を
受

　
け
て
く
だ
さ
い
）

④
そ
の
他
（
児
童
と
別
居
し
て
い
る

　
と
き
の
申
立
書
等
）

⑤
印
鑑

4
、
所
得
制
限
及
び
手
当
月
額

　
特
別
児
童
扶
養
手
当
に
は
所
得
制

限
が
あ
り
、
所
得
が
別
表
2
の
額
以

（単位：円）別表2

⑧表 4，264，000円未満 5，688，000円未満

匪 4，614，000 5，937，000

建 4，964，000 6，150，000

窓 5，314，000 6，363，000

4 5，664，000 6，576，000

5 6，014，000 6，789，000

上
で
あ
る
と
き
は
手
当
は
支
給
さ
れ

ま
せ
ん
。

　
手
当
月
額
は
児
童
一
人
に
つ
き
、

重
度
障
害
児
（
別
表
1
の
1
級
）
は

月
額
四
七
、
八
○
○
円
、
中
度
障
害

児
（
別
表
1
に
お
け
る
2
級
）
は
月

額
三
一
、
八
六
〇
円
が
支
給
さ
れ
ま

す
。

5
、
認
定
・
支
給
の
方
法

　
提
出
さ
れ
た
認
定
請
求
書
を
審
査

し
、
新
潟
県
知
事
が
認
定
し
ま
す
。

　
認
定
さ
れ
る
と
、
認
定
請
求
を
し

た
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
分
か
ら
支

給
さ
れ
、
年
三
回
、
四
か
月
分
の
手

当
を
手
当
証
書
に
よ
り
指
定
の
郵
便

局
で
受
け
取
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

町
内
将
棋
大
会

（
2
月
n
日
・
総
合
セ
ン
タ
ー
）

654321位位位位位位
山
岸
　
宗
雄
（
松
代
郵
便
局
）

石
野
　
英
二
（
木
和
田
原
）

小
堺
勇
治
郎
（
室
野
）

米
持
　
敏
雄
（
室
野
）

池
田
福
一
郎
（
田
野
倉
）

横
尾
庄
平
（
峠
）

　
　
町
内
囲
碁
大
会

　
　
　
　
（
2
月
2
6
日
・
渋
海
荘
）

■
A
ブ
ロ
ッ
ク

ー
位
　
山
岸
　
宗
雄
（
松
代
郵
便
局
）

2
位
　
丸
山
　
恵
一
（
蒲
生
）

3
位
　
小
堺
陽
七
郎
（
室
野
）

■
B
ブ
ロ
ッ
ク

ー
位
　
樋
口
　
昭
一
（
松
代
）

2
位
　
米
持
　
善
一
（
室
野
）

3
位
　
石
野
　
　
勝
（
木
和
田
原
）

■
C
ブ
ロ
ッ
ク

ー
位
　
高
野
　
義
男
（
松
代
）

2
位
　
高
橋
　
清
丸
（
福
島
）

3
位
　
植
木
　
直
栄
（
松
代
）
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阪
神
大
震
災
の

救
援
に
ご
協
力

　
　
あ
り
が
と
う

　
　
　
　
ご
ざ
い
ま
す

　
2
月
号
で
兵
庫
県
南
部
地
震
へ
の

義
援
金
の
お
願
い
を
い
た
し
ま
し
た

と
こ
ろ
、
多
く
の
方
々
か
ら
温
か
い

ご
協
力
・
ご
支
援
を
い
た
だ
い
て
い

ま
す
．

　
町
で
設
置
し
た
募
金
箱
だ
け
で
も

二
月
二
十
日
現
在
で
百
万
円
を
越
え

る
金
額
が
集
ま
り
、
社
会
福
祉
協
議

会
を
通
じ
て
日
本
赤
十
字
社
に
送
ら

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
他
に

も
学
校
関
係
を
始
め
、
各
種
団
体
な

▲松代小3年生のみなさん

ど
に
お
い
て
善
意
の
よ
び
か
け
や
活

動
が
自
主
的
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
地
震
発
生
か
ら
二
か
月
に
な
ろ
う

と
し
て
い
ま
す
が
、
被
災
者
の
厳
し

い
状
況
は
今
な
お
続
い
て
い
ま
す
。

　
皆
様
の
温
か
い
ご
好
意
に
心
か
ら

感
謝
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
な
お

一
層
の
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

老
人
短
期
保
護
事
業
の

　
　
　
　
　
　
利
用
方
法
が
変
わ
り
ま
す

・卜・卜・卜・卜・卜・卜・卜・卜・卜・卜・卜・卜・卜・卜・卜・卜・卜・卜・卜・卜・卜・卜・卜・卜・卜・卜・卜・卜・卜

　
私
は
今
ま
で
厚
生
年
金
に
加
入
し

て
い
ま
し
た
が
、
訳
あ
っ
て
、
そ
の

会
社
を
辞
め
ま
し
た
。

　
再
就
職
は
三
ヵ
月
後
に
内
定
し
て

い
る
の
で
す
が
、
そ
の
間
の
「
空
白

期
間
」
は
国
民
年
金
に
加
入
し
て
保

険
料
を
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

で
し
よ
う
か
。

　
わ
が
国
の
年
金
制
度
で
は
、
二
十

歳
か
ら
六
十
歳
に
な
る
ま
で
の
四
十

中

　
高
齢
者
が
年
々
増
加
す
る
中
、
高

齢
で
寝
た
き
り
と
な
る
人
も
増
え
て

い
ま
す
。
家
庭
内
に
寝
た
き
り
の
お

年
寄
り
を
抱
え
る
と
、
介
護
す
る
人

の
負
担
は
非
常
に
大
き
く
な
り
問
題

も
出
て
き
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
在
宅
で

寝
た
き
り
の
高
齢
者
等
を
介
護
し
て

い
る
家
庭
に
お
い
て
、
介
護
者
が
病

気
や
冠
婚
葬
祭
、
農
作
業
、
あ
る
い

は
旅
行
等
の
た
め
に
一
時
的
に
家
庭

に
お
い
て
介
護
が
で
き
な
く
な
っ
た

場
合
に
、
老
人
ホ
ー
ム
等
に
入
所
す

る
こ
と
で
、
高
齢
者
が
安
心
し
て
家

庭
で
生
活
で
き
、
ま
た
、
介
護
者
も

気
軽
に
外
出
で
き
る
よ
う
に
、
出
来

る
だ
け
家
庭
内
の
負
担
を
軽
減
し
よ

う
と
い
う
の
が
こ
の
制
度
の
目
的
で

す
．　

こ
の
制
度
を
利
用
し
易
い
よ
う
に

す
る
た
め
、
従
来
は
全
て
役
場
を
通

し
て
利
用
申
請
し
て
い
ま
し
た
が
、

四
月
一
日
か
ら
利
用
者
が
直
接
利
用

し
た
い
施
設
に
申
し
込
む
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　
次
に
簡
単
に
説
明
し
ま
す
と
、

中

中

一
、
利
用
を
希
望
す
る
人
は
、
役
場

　
で
「
老
人
短
期
入
所
利
用
証
」
を

　
交
付
申
請
し
役
場
に
登
録
し
ま
す
。

二
、
　
「
利
用
証
」
が
交
付
さ
れ
た
場

　
合
、
今
後
は
利
用
し
た
い
時
に
、

　
利
用
し
た
い
施
設
に
直
接
電
話
等

　
に
よ
り
利
用
申
し
込
み
が
出
来
ま

　
す
。
　
（
利
用
期
間
は
原
則
と
し
て

　
一
週
間
で
す
。
利
用
予
約
は
、
利

　
用
日
の
二
ヵ
月
前
か
ら
受
け
つ
け

　
て
い
ま
す
）

※
な
お
、
詳
し
く
は
住
民
課
福
祉
係

　
（
電
話
　
七
－
二
二
二
〇
）

　
　
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

年
間
は
、
必
ず
何
ら
か
の
年
金
制
度

に
加
入
し
て
、
保
険
料
を
納
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
（
す
で
に
、
厚
生
年
金
の
老
齢
年

金
や
共
済
組
合
の
退
職
金
を
も
ら
っ

て
い
る
人
は
除
き
ま
す
）

　
な
ぜ
な
ら
、
す
べ
て
の
国
民
が
六

十
五
歳
に
な
っ
た
時
に
受
け
る
年
金

は
、
二
十
歳
か
ら
六
十
歳
ま
で
の
四

十
年
間
を
キ
チ
ン
と
納
め
る
こ
と
で

満
額
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

い
る
か
ら
で
す
。

　
あ
な
た
の
場
合
、
再
就
職
し
て
再

び
厚
生
年
金
に
加
入
す
る
と
の
こ
と

で
す
が
、
そ
の
間
た
と
え
一
ヵ
月
で

も
国
民
年
金
に
加
入
し
て
保
険
料
を

納
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

鴨朋圓

　
前
に
も
説
明
し
た
と
お
り
「
空
白

期
間
」
と
い
う
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん

の
で
、
さ
っ
そ
く
お
住
い
の
市
町
村

役
場
の
窓
口
で
国
民
年
金
加
入
の
手

続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
松
代
町
で
は
、
住
民
課
の
戸
籍
住

民
係
が
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
の
で
、

疑
問
が
あ
り
ま
し
た
ら
ど
ん
な
こ
と

で
も
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

再
就
職
O

退
職
O

厚
生
年
金

国
民
年
金

厚
生
年
金

曝
コ
【
コ
曜
コ
【
コ
【
コ
［
コ
【
3
【
コ
盧
コ
【
コ
【
コ
匡
コ
【
コ
【
コ
【
コ
【
コ
【
コ
犀
1
【
1
【
コ
一
コ
［
コ
犀
コ
【
コ
【
コ
【
コ
藍
コ
【
コ
塞
コ
【
コ
［
コ
【
コ
【
コ
【
コ
曜
コ
【
コ
瞑
コ
盧
コ
竃
コ
【
コ
【
コ
【
コ
【
コ
【
コ
【
コ
【
コ
【
コ
【
コ
［
コ
匡
コ
一
コ
【
コ
【
コ
【
コ
【
コ
［
コ
一
コ
【
コ
【
コ
一
コ
曜
コ
賦
3
【
コ
曜
コ
［
コ
【
コ
7

スノーフェスヲ＝f八」レIN　MATSuDA

　　　　　　　　　松代ファミリースキー場
G　S　L大会結果　　　　　　　　　　2月12日（日）

●小学校女子（参加11名）

①瀬沼樹里　4年　1分12秒32　スキは　1松
　　　　　　　　　　　ノ1　’ス代二②鈴木宏美　4年　1分20秒91　i日絶キフ月
③鈴木久代　2年　1分21秒29　フ和好iア±
　　　　　　　　　　　エのの場ミ＿●小学校男子（参加5名）　　　ス中スでリ　日
　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
①宮澤秀志　6年　1分02秒73

②樋口敏幸　6年　1分03秒25　　　　　　　　一
　、　　　　　　　　　　千レタム　　ァ③富澤一起　6年　1分27秒61人クイ　・午イ
●一般（中学生以上）参加16名　をリム証前バ
　　　　　　　　　　　越エレ般はルく自己申告＞　〔競技タイム〕　え　i1のジが
①片山貴子（柏崎20歳）0．84秒　るシス聾ヤ閉
　　　　　　　　　　　人ヨもでイ催
　〈1分18秒＞　〔1分18秒84〕　出ン行はアさ
②村山梢絵（松中・年）・・43秒妄奏雄燦

　〈1分3秒〉〔1分01秒57〕　りと　’制スし
③武田宏樹（松中・年）・・57秒芒倉籔言掩

　＜1分8秒＞　〔1分09秒57〕　たせのる　l
　　　　　　　　　　　O
7



営
業
始
め
て
八
年
半
！

　
　
サ
ー
ビ
ス
拡
充
（
一
日
五
往
復
に
）

　
　
　
　
　
　
バ
ス
ダ
イ
ヤ
が
変
わ
り
ま
す

　
昭
和
六
十
一
年
十
月
か
ら
運
行
を

始
め
た
「
町
営
メ
ロ
デ
ィ
バ
ス
」
松

代
か
ら
桐
山
ま
で
の
九
。
。
余
ケ
を
大

き
な
事
故
も
無
く
走
り
続
け
、
今
年

の
三
月
末
で
八
年
半
を
迎
え
ま
す
。

　
四
月
一
日
よ
り
、
町
で
は
、
学
校

関
係
で
要
望
の
多
か
っ
た
「
三
時
頃

の
運
行
便
」
を
増
便
し
て
一
日
五
往

復
の
運
行
を
計
画
し
、
新
潟
運
輸
局

に
申
請
中
で
す
。
な
お
、
具
体
的
な

時
刻
表
は
認
可
さ
れ
次
第
、
今
月
末

ま
で
に
発
行
す
る
予
定
で
す
。

　
ま
た
、
雨
の
日
も
風
の
日
も
運
行

し
て
き
た
町
営
バ
ス
で
す
が
、
労
働

基
準
法
の
改
正
に
伴
う
労
働
時
間
の

短
縮
や
運
転
手
さ
ん
の
健
康
な
ど
も

考
慮
し
、
利
用
者
の
極
端
に
少
な
い

日
曜
日
と
祝
日
は
運
休
さ
せ
て
い
た

だ
く
事
と
な
り
ま
し
た
。
日
曜
日
は

塾
昏
ま
琴懇学

校
や
金
融
機
関
、
官
公
署
な
ど
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
商
店
な
ど
で
も

休
む
と
こ
ろ
が
多
く
な
っ
て
き
て
い

ま
す
。
そ
の
よ
う
な
事
情
か
ら
、
利

用
者
が
少
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
か

と
思
わ
れ
ま
す
が
、
日
曜
日
で
も
、

学
校
行
事
が
予
定
さ
れ
て
い
る
場
合

は
、
教
育
委
員
会
が
窓
口
と
な
っ
て

マ
イ
ク
ロ
バ
ス
等
で
対
応
す
る
計
画

と
い
う
こ
と
で
す
。

　
増
便
さ
れ
た
サ
ー
ビ
ス
を
う
ま
く

利
用
し
て
『
芝
峠
温
泉
』
や
『
会
沢

遊
歩
道
』
な
ど
で
、
の
ん
び
り
お
く

つ
ろ
ぎ
に
な
る
こ
と
も
い
か
が
で
し

ょ
う
か
。

☆☆☆☆☆☆☆

　　　　　

克雪住宅の補助枠は45件分です

お申し込みは、4月～12月まで役場建設課ヘ

エ事着手の前に必らず手続きをお願いします

☆

▲何回めの雪おろし？

，　添付書類……………一…一一一一…………一…一一…一…一…一……一一…………一一一一一…一一一…
＝

i　●補助金申込書
ロ

i　　1．新築・増築・改築の場合…建築確認通知書の写し、建築工事届けの写
し

i　　　　　　　　　　　　　　　し又は住宅金融公庫申込結果通知の写し。
コ

i　　2．改良の場合…建物の登記簿謄本又は固定資産税証明書
　

i　　3．高床落雪式…案内図、配置図、屋根伏図、屋根部分の詳細図、基礎伏
コ

1　　　　　　　　　　図、高床部分の詳細図
：

1　　　　融　雪　式…案内図、配置図、装置設置部分の見取図（屋根伏図に設
＝

1　　　　　　　　　　置部分を示したもの）、融雪メーカー及び装置名
＝

＝　　　耐　雪　式…案内図、配置図、各階平面図、軸組図、小屋伏図、立面
＝

：　　　　　　　　　　図（雪庇対策の判るもの）、構造計算書等
ロ

i　　4．克雪住宅化に必要な工事費内訳書
　

i　●補助金交付申請書兼実績報告書
ニ

i　1．完成写真
ロ

i　　2．高床落雪式…屋根施工中の写真、基礎の高さが確認できる写真
ロ

i　　　　融雪式…融雪装置の融雪部及び加熱部分の設置が確認できる写真
ロ

i　　　耐雪式…軸組、鉄骨建方及び躯体の組立等が完成した写真
ロ

i　　3．工事請負者の証明（工事計画図に基づき適正に施工した証明）
ロ

：　　4．工事請負契約書の写し
：

1　　5．克雪住宅化に要した工事費内訳書
＝

：　　6．請求書及び領収書の写し
＝

1　（注）　所定の手続きによらず事後申請については、補助金を受ける事が出
＝

1　　　　来ませんので充分ご留意ください。
＝

　
平
成
五
年
度
の
事
業
開
始
以
来
、

高
い
人
気
の
「
克
雪
住
宅
普
及
促
進

事
業
」
の
受
付
が
、
四
月
一
日
か
ら

始
ま
り
ま
す
。

　
県
と
町
か
ら
合
わ
せ
て
、
四
十
四

万
円
の
補
助
金
が
交
付
さ
れ
る
制
度

で
す
が
、
五
年
度
は
四
十
件
、
昨
年

度
は
四
十
七
件
の
実
績
が
あ
り
ま
し

た
。
各
地
で
事
業
を
始
め
た
町
村
が

か
な
り
増
え
て
い
る
た
め
、
県
で
は

各
市
町
村
の
補
助
枠
を
決
め
ま
し
た
。

一一
一

そ
の
結
果
、
七
年
度
の
松
代
町
の
補

助
枠
は
四
十
五
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
新
築
や
増
・
改
築
、
あ
る
い
は
、

屋
根
の
改
良
な
ど
を
予
定
さ
れ
て
い

る
方
は
、
ま
ず
、
役
場
建
設
課
の
窓

口
で
相
談
し
、
左
記
の
書
類
を
添
付

し
て
補
助
金
の
申
し
込
み
を
し
て
く

だ
さ
い
。
工
事
が
終
わ
っ
た
後
の
申

請
に
つ
い
て
は
、
一
切
、
補
助
金
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご

注
意
願
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
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1菌釜、パウチは袋という意
i味です。この食品は袋ごと、

i熱湯につけ3～15分くらい
ミ

i温めると食べられるので、
1いつでもどこでも利用でき
し

1る便利な食品です。

i　日本では昭和44年に「ボ
ロ

iンカレー」として大塚食品
i工業から発売したのが最初

iです。いまではハンバーグ
iなどの肉料理からスープ、

1ごはん類まで様々な食品が
iあります。先般の阪神大震

i災の時、非常食として大い
iに利用されました。

i

rダー”θ8ター’8’“爾『9’9’一’岬9岬’一一”4”岬’一“『’卿グー伊“8’“一ダ“8’一、

亀　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　』
し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し

i生き！活き！　　i
し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ
し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

i　　人生のために　1
』　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ
ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　こ

i㊥㊧㊥㊨i
陰　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　馳
o　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　隔
こ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨ

i生涯学習　　　i
じ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ
し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じ

i新語・話題語　1
し　　　　　　　　　　　　　　　　　こ

i◎レトルト食品　　　　，
i　　　　　　　　　　　　　　　　　i
じ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し

i　調理済の食品を特殊な袋　i
じ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ
iに詰めたもので、正確には　i
ヒ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こ

1レトルトパウチ食品といい　1
ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し

iます・　　　　　i
i　レトルトとは加圧高温殺　i
』　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

““脚御“”創◆　群　明1レ”””廟1ゆ輔1睡◆紳◆ψ　輔1陣◆“””劃、

◆　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◆

i生渥学習シリースi”a32
し＿＿＿＿＿＿＿＿．＿＿，＿＿＿＿＿↓＿“＿＿」　　（最終会）

海外の生涯学習事情

海外の生涯学習といっても、国がらや民族によってもさまざまで一概にはい

i　えないようです。生涯学習が国際的にも議論される中で、生涯学習振興に3つ

iのモデルが存在するといわれています。

・西欧モデルと呼ばれるタイプ………労働者の継続教育訓練が中心

・途上国モデル………基礎教育の普及率・終了率の低さを補うのが中心

・日本モデル…………生きがいや精神的な面での生活の質の向上が中心

西欧では労働者が各種の資格を取り、より雇用条件のいい企業に勤めるため

iの学習が盛んだといわれています。日本のように終身雇用制の進んでいる国で

i　は、個人学習よりも企業内教育が盛んに行われています。

i
i　また、アジアの開発途上国では生涯学習は成人よりもむしろ、幼児・少年が

i　中心で、学校に行けない子供たちのために基礎教育を補充する意味での学習が

i盛んだといわれています。

i　西欧には公民館はないそうですが、日本には全国で2万近く設置されていて
i
l　日本の生涯学習振興の特徴の一つになっています。公民館で行われている生涯

1学習、特に高齢者のための講座や教室は、世界的な高齢化社会を迎えている今
§
、海外から関心と注目の的になっています。
§

i　生涯学習の日本モデルではありませんが・自分の心や生活を豊かにし・充実

i　した有意義な人生を送るための生涯学習を、今後も続けてほしいと念願してい

i・ます。

リハい　じハ　リロハロ　じロハ　ロロコココ　じ　ロじロロロハロ　　じ　ハロリロコ　しじじごハちロゆじ　コじロロハ　リロロラハじけロロじロじヤじハ　ロハ　しロロじじロじ　ロハ　コハじリコハ　コロヤロロヘロハじコゆロじロロじじハししタハヨじロじハロじじロハロしロロロハコロじロロ　ヨロコ

　もトロよゲ人　イ目そる号　車村　すの
　Mバケけレ乗一スをの霊線町し虫安o今r

塚
を
訪
れ
る
に
は
、
浦
川
原

川
の
沢
田
駅
（
仮
称
）
で
下

ま
す
。

の
中
心
を
走
る
国
道
四
〇
三

で
、
町
の
シ
ン
ボ
ル
で
も
あ

峰
菱
ケ
岳
を
目
指
し
ま
す
。

ふ
も
と
に
は
、
五
シ
ー
ズ
ン

迎
え
た
キ
ュ
ー
ピ
ッ
ト
バ
レ

キ
ー
場
が
あ
り
ま
す
。

基
の
ゴ
ン
ド
ラ
、
二
基
の
四

り
高
速
リ
フ
ト
。
北
斜
面
の

ン
デ
は
雪
質
抜
群
。
天
気
が

れ
ば
日
本
海
が
一
望
で
き
る

ー
シ
ョ
ン
は
、
キ
ュ
ー
ピ
ッ

レ
イ
な
ら
で
は
で
す
。
夏
場

T
B
、
パ
ラ
グ
ラ
イ
ダ
ー
、

回ほ
はく
’ほ

安く
　　お待ちしております

翻「雪のふるさと
を旅
獄　　　　　やすづかへ」
し回
ま目　　　　　　（安塚町）

　
　
　
　
　
　
い
や

　
体
の
疲
れ
を
癒
し
た
あ
と
は
文

化
の
香
り
漂
う
か
や
ぶ
き
美
術
館

へ
、
こ
の
美
術
館
は
平
成
6
年
に

完
成
し
た
ば
か
り
で
、
失
わ
れ
つ

つ
あ
る
、
伝
統
の
か
や
ぶ
き
屋
根

の
民
家
を
絵
画
と
模
型
で
展
示
し

て
あ
り
ま
す
。
東
頸
地
区
の
民
家

が
モ
デ
ル
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

懐
か
し
い
風
景
を
見
る
こ
と
が
で

き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

すかす広男r手で1ぶパ
oら。い女雪にきルなタ

ー
ゴ
ル
フ
、
そ
し
て
新
緑
の

林
の
中
を
登
山
し
た
り
と
オ

シ
ー
ズ
ン
で
大
自
然
を
満
喫

ま
す
。
そ
し
て
、
自
然
を
相

遊
ん
だ
後
は
雪
だ
る
ま
温
泉

の
湯
」
で
ち
ょ
っ
と
休
憩
。

と
も
百
人
が
入
れ
る
浴
槽
と

サ
ウ
ナ
で
の
ん
び
り
で
き
ま

温
泉
に
つ
か
り
な
が
ら
、
窓

見
え
る
ス
キ
ー
場
も
格
別
で
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堕堕
露4哩

小
学
校
親
善
ス
キ
ー
大
会

　
　
　
　
　
今
年
は
平
日
二
月
八
日
㈱

堕
②
関
谷
智
美
n
分
－
。
秒
（
松
代
）

劉
離
蓄
廊
秒
（
松
代
）

回
⑳
慰
論
器
縫

堕
轟
嫉
年
糞
秒
（
孟
地
）

蔑
　
　
，

①
山
岸
智
美
　
8
分
4
5
秒
（
松
代
）

②
高
橋
美
津
子
9
分
O
O
秒
（
松
代
）

③
田
辺
智
子
　
9
分
2
3
秒
（
松
代
）

▼
小
学
校
四
年
以
下
・
男
子

①
若
月
　
純
　
10
分
2
2
秒
（
奴
奈
川
）

②
小
嶋
　
哲
　
1
0
分
2
6
秒
（
孟
地
）

③
池
田
　
翔
　
1
0
分
3
4
秒
（
松
代
）

“
闘
闘
凹
U
　
（
　
　
）
内
は
学
校
名

▼
小
学
校
五
年
・
男
子

①
関
谷
則
和
　
m
分
52
秒
（
松
代
）

②
池
田
吉
聡
　
n
分
0
2
秒
（
松
代
）

③
若
月
辰
則
　
11
分
2
3
秒
（
孟
地
）

ノ

ミuく

∀茄内．）

▼
小
学
校
六
年
・
男
子

①
宮
澤
健
二

②
柳
貴
士

③
井
上
大
輔

欝㌧

9
分
3
5
秒
（
松
代
）

10
分
0
6
秒
（
孟
地
）

10
分
2
6
秒
（
松
代
）

　
松
代
町
教
育
委
貝
会
で
は
、
こ
の

ほ
ど
文
化
財
保
護
審
議
委
員
と
公
民

館
の
協
力
に
よ
り
、
企
画
・
調
査
し

「
松
代
町
の
文
化
財
」
を
発
刊
い
た

し
ま
し
た
。

，
、
驚
．
繍
雛
擁
、
嚇
△

　
　
　
』
、
象
講
　
総
ζ
△
飴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
踏
マ

潔
鷲
④
’
譜

■
繍
噸

紙

　　　　松

▲表紙は

　
文
化
財
関
係
の
資
料
本
と
し
て
は

昭
和
五
十
七
年
一
月
に
発
刊
し
た
以

来
の
も
の
で
す
。

　
前
回
は
『
松
苧
神
社
』
の
建
物
が

「
国
の
重
要
文
化
財
」
に
指
定
さ
れ

改
修
工
事
が
完
成
し
た
こ
と
も
あ
っ

て
、
そ
れ
ら
を
中
心
に
、
あ
る
程
度

学
術
的
な
内
容
と
な
っ
て
い
ま
し
た

が
、
今
回
発
刊
さ
れ
た
も
の
は
松
代

町
の
文
化
財
を
広
く
一
般
的
に
知
っ

て
も
ら
う
た
め
、
台
帳
形
式
に
よ
っ

て
案
内
し
た
も
の
で
す
。

　
現
時
点
に
お
い
て
、
町
が
指
定
し

た
文
化
財
の
名
称
、
種
類
、
指
定
の

年
月
、
簡
単
な
沿
革
、
指
定
事
由
、

所
在
地
、
分
布
状
況
等
が
一
目
で
わ

か
る
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
町
の
文
化
財
を
概
略
知
っ
て
い
た

だ
く
に
は
最
適
な
資
料
と
思
わ
れ
ま

す
の
で
、
一
度
手
に
取
っ
て
ご
覧
に

な
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
こ
れ
は
限
定
印
刷
で
有
料

（
一
冊
は
千
円
）
で
、
ご
希
望
の
方

に
頒
布
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

☆
お
申
し
込
み
、
お
問
い
合
わ
せ
は

直
接
公
民
館
（
七
ー
二
三
〇
一
）
へ
。

▼
小
学
校
女
子
リ
レ
ー

①
松
代
小
学
校
A
　
2
9
分
0
6
秒

（
山
岸
智
美
・
高
橋
美
津
子
・
田
辺
智
子
）

②
松
代
小
学
校
B
　
3
1
分
5
9
秒

（
高
橋
か
お
り
・
市
川
一
恵
・
井
上
佳
子
）

③
奴
奈
川
小
学
校
　
32
分
13
秒

（
小
堺
清
美
・
米
持
由
美
・
米
持
靖
子
）

▼
小
学
校
男
子
リ
レ
ー

①
松
代
小
学
校
A
　
2
6
分
2
2
秒

（
宮
澤
健
二
・
井
上
大
輔
・
関
谷
則
和
）

②
孟
地
小
学
校
　
　
2
8
分
0
3
秒

（
柳
貴
士
・
石
田
正
・
石
田
和
彦
）

③
松
代
小
学
校
B
　
2
9
分
㎝
秒

（
池
田
吉
聡
・
室
岡
雅
志
・
斉
藤
雄
治
）

豫
ミ
箋

　
　
　
松
代
フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
キ
ー
場

　
（
大
回
転
・
松
代
小
学
校
の
み
）

▼
小
学
校
四
年
以
下
・
女
子

①
鈴
木
久
代
　
　
1
分
2
0
秒
3
8

②
瀬
沼
樹
里
　
　
1
分
2
0
秒
6
0

③
鈴
木
宏
美
　
　
1
分
2
4
秒
5
4

▼
小
学
校
四
年
以
下
・
男
子

①
佐
藤
勇
人
　
　
1
分
4
5
秒
5
7

②
小
林
泰
洋
　
　
1
分
4
8
秒
3
9

③
鈴
木
正
義
　
　
1
分
50
秒
69

▼
小
学
校
五
年
・
女
子

①
小
堺
沙
織
　
　
1
分
4
2
秒
3
0

②
鈴
木
　
望
　
　
1
分
5
5
秒
2
5

③
関
谷
詠
美
　
　
1
分
5
6
秒
59

▼
小
学
校
五
年
・
男
子

①
富
沢
一
起
　
　
1
分
3
8
秒
9
0

②
斎
木
由
輔
　
　
1
分
4
9
秒
5
6

③
小
野
島
隆
之
　
1
分
5
3
秒
2
1

▼
小
学
校
六
年
・
女
子

①
中
村
由
紀
子
　
1
分
5
7
秒
63

②
関
谷
知
恵
　
　
2
分
3
3
秒
0
5

③
小
林
笑
美
　
　
3
分
02
秒
5
9

▼
小
学
校
六
年
・
男
子

①
宮
澤
秀
志
　
　
1
分
0
9
秒
64

②
樋
口
敏
幸
　
　
1
分
0
9
秒
9
6

③
大
野
正
博
　
　
1
分
1
7
秒
7
6

糞
▲
▲
お
　
わ
　
び
…

　
2
月
号
、
上
石
杯
ク
ロ
カ
ン
ス
キ

ー
大
会
の
結
果
中
、
5
キ
ロ
小
学
生

男
子
の
部
、
⑳
高
橋
清
史
君
（
奴
奈

川
）
が
欠
落
し
て
い
ま
し
た
。
深
く

お
わ
び
い
た
し
ま
す
。
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青少年健全育成標語

　
　
　
　
松
代
町
青
少
年
健

ロ
o
o

　
　
　
全
育
成
町
民
会
議
と

　
　
　
松
代
町
公
民
館
で
共

作　　
　
催
し
、
先
に
募
集
し

賞　
　
　
ま
し
た
「
青
少
年
健

　
　
　
全
育
成
標
語
」
に
つ

入　　
　
い
て
慎
重
に
審
議
し

　
　
　
た
結
果
、
次
の
方
々

　
　
　
が
入
賞
し
ま
し
た
の

　
　
　
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
　
　
＋
　
、
浄

輿
灘

轟騰

　
家
庭
を
明
る
く

　
　
　
　
　
す
る
標
語

i
小
学
生
の
部

醐
松
代
小
四
年
　
柳
　
絵
里
香

お
は
よ
う
の
　
あ
さ
の
一
声

　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ぞ
く
の
輪

愈
圏
騒
國
∪
孟
地
小
二
年
　
柳
　
健
太

さ
い
ご
ま
で
　
か
な
ら
ず
や
る
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
手
伝
い

1
中
学
生
の
部

團
松
代
中
一
年
　
佐
藤
剛
史

思
い
や
る
　
心
で
つ
く
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
家
庭
の
和

圏
松
代
中
二
年
　
柳
　
裕
介

ふ
れ
あ
い
は
　
家
族
み
ん
な
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
会
話
か
ら

　
県
立
松
代
病
院
の
関
谷
忠
吉
院
長

が
今
年
の
三
月
末
、
六
十
五
歳
を
迎

え
ら
れ
定
年
退
職
さ
れ
ま
す
。

　
関
谷
院
長
は
、
昭
和
四
十
四
年
の

七
月
に
そ
れ
ま
で
勤
務
さ
れ
た
北
蒲▲退職される関谷院長

原
郡
の
「
水
原
郷
病
院
」
か
ら
院
長

と
し
て
赴
任
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
当

時
、
松
代
病
院
は
「
歯
科
、
産
婦
人

科
」
な
ど
診
療
科
目
も
多
岐
に
わ
た

っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
一
時
期
は
内

科
だ
け
と
な
り
、
お
一
人
で
診
療
や

当
直
を
続
け
る
な
ど
大
変
ご
苦
労
さ

れ
た
そ
う
で
す
。

　
こ
の
度
、
家
庭
の
都
合
に
よ
り
新

潟
市
の
実
家
に
帰
ら
れ
る
と
い
う
こ

と
で
す
が
、
二
十
五
年
九
か
月
も
の

長
き
に
わ
た
り
地
域
と
松
代
病
院
を

守
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
幽
轡
（
氏
名
の
み
）

　
奴
奈
川
小
一
年
　
金
沢
有
里

　
松
代
小
一
年
　
　
長
谷
川
由
佳

　
松
代
小
一
年
　
　
関
谷
央
規

　
松
代
小
三
年
　
　
柳
　
亜
由
美

　
松
代
小
五
年
　
　
井
上
佳
子

　
松
代
小
五
年
　
　
関
谷
朋
真

　
松
代
小
六
年
　
　
関
谷
佐
代
子

　
松
代
中
一
年
　
　
武
田
宏
樹

　
松
代
中
一
年
　
　
鈴
木
麻
子

　
松
代
中
二
年
　
　
石
口
絵
美

　
松
代
中
二
年
　
　
小
嶋
ひ
ろ
み

　
松
代
中
二
年
　
　
大
野
友
斉

　
松
代
中
三
年
　
　
柳
　
真
梨
子

　
松
代
中
三
年
　
　
斉
木
香
恵

　
松
代
中
三
年
　
　
鈴
木
健
志

　
社
会
を
明
る
く

　
　
　
　
　
す
る
標
語

ー
小
学
生
の
部

禽
騒
圏
）
松
代
小
五
年
　
石
口
泰
子

い
じ
め
る
な
　
み
ん
な
や
さ
し
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
友
だ
ち
だ

麟
團
⑰
奴
奈
川
小
六
年
高
橋
清
史

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
　
し
て
も
さ
れ
て
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
心
が
な
ご
む

ー
中
学
生
の
部

愈
鰯
圏
）
松
代
中
一
年
　
小
堺
真
里

あ
な
た
か
ら
　
愛
の
手
だ
す
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
の
町
に

◎
圃
騒
隅
）
松
代
中
二
年
　
石
口
絵
美

響
き
合
う
　
明
る
い
あ
い
さ
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
町
づ
く
り

　
退
職
後
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
新

潟
県
内
の
県
立
病
院
の
院
長
で
組
織

す
る
院
長
会
で
『
松
代
病
院
の
名
誉

院
長
』
に
就
任
さ
れ
る
こ
と
が
決
ま

っ
て
お
ら
れ
ま
す
。
関
谷
さ
ん
の
献

身
的
な
医
療
活
動
に
心
か
ら
感
謝
申

し
上
げ
、
ま
た
、
健
康
に
も
留
意
さ

れ
益
々
ご
活
躍
さ
れ
る
こ
と
を
ご
期

待
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　
な
お
、
松
代
病
院
で
は
三
月
一
日

か
ら
副
院
長
と
し
て
、
十
日
町
市
出

身
の
登
坂
尚
志
先
生
を
お
迎
え
し
、

関
谷
院
長
を
始
め
と
し
て
、
内
科
の

山
口
征
吾
先
生
と
週
二
回
出
張
診
療

の
あ
る
整
形
外
科
で
病
院
運
営
を
行

っ
て
い
ま
す
。
　
（
外
科
は
休
診
中
）

登
坂
尚
志
氏

　
　
　
　
　
　
　
ご
紹
介

昭
和
十
九
年
生
（
十
日
町
市
出
身
）

昭
和
四
十
四
年
新
大
医
学
部
卒
業
後
、

県
立
が
ん
セ
ン
タ
ー
新
潟
病
院
、
長

岡
赤
十
字
病
院
、
巻
町
立
国
保
健
康

保
険
病
院
の
勤
務
を
経
て
、
平
成
七

年
三
月
よ
り
松
代
病
院
副
院
長
、
四

月
一
日
よ
り
院
長
に
就
任
予
定
。

の
轡
（
氏
名
の
み
）

　
松
代
小
一
年
　
　
布
施
洋
季

　
松
代
小
二
年
　
　
関
谷
健
太

　
松
代
小
三
年
　
　
柳
　
美
穂

　
奴
奈
川
小
四
年
　
若
山
淳
美

　
孟
地
小
四
年
　
　
柳
　
圭
祐

　
孟
地
小
五
年
　
　
菅
井
那
弥
子

　
松
代
中
一
年
　
　
小
堺
隆
寛

　
松
代
中
一
年
　
　
小
嶋
真
弓

　
松
代
中
二
年
　
　
柳
　
正
子

　
松
代
中
二
年
　
　
松
山
恭
平

　
松
代
中
二
年
　
　
柳
　
真
梨
子

　
松
代
中
二
年
　
　
高
橋
　
守

　
松
代
中
三
年
　
　
植
木
ま
さ
し

春はまだかな？
平成6年～7年

600

500

400

30C

20C

10C

11月　　l　l2月　　1　1月　　1　2月

　
右
の
グ
ラ
フ
は
、
2
月
2
4
日
現
在

の
も
の
で
す
。
n
月
2
7
日
に
初
雪
を

観
測
し
て
以
来
90
日
が
過
ぎ
ま
し
た
。

最
深
積
雪
は
2
2
日
の
二
六
八
㎝
、
雪

崩
な
ど
に
は
充
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
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O舶

入会のご案内
　
◎

　
東
京
松
代
会
創
立
三
周
年
記
念
事

業
の
一
環
と
し
て
制
作
し
た
『
ふ
る

さ
と
カ
レ
ン
ダ
ー
』
は
、
お
陰
様
で

大
好
評
で
し
た
。
あ
わ
せ
て
人
生
の

う
る
お
い
や
、
広
く
会
員
相
互
の
親

睦
隔
和
を
は
か
る
た
め
、
み
な
さ
ま

方
か
ら
ご
要
望
の
あ
っ
た
同
好
会
も

こ
の
三
周
年
を
期
し
て
本
年
よ
り
別

記
の
と
お
り
発
足
い
た
し
ま
し
た
。

　
す
で
に
、
多
数
の
お
問
い
合
わ
せ

や
申
し
込
み
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。
ご
希
望
の
方
は
、
い
づ
れ
も
、

三
月
末
日
ま
で
に
、
至
急
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。
お
待
ち
い
た
し
て
お

り
ま
す
。
　
　
　
（
東
京
松
代
会
）

《
働

劇
》

　
　
　
　
雛
磯
簗
銅
繋
鶏
．

　
難
獲
灘
演
麟
蓬
鎌
繊
羅
懇
難
難
懸
．
．

縫
鍵
蓬
．
聾
欝
獲
灘
灘
謹
㈱
灘
纈
叢

・
灘
懇
懸
総
難
灘
難
縫
撫
鎌
．
．
難
『

　
．
鞠
欝
麓
顯
灘
撫
灘
顯
縫
繍
議
舞
鷲
・

難
難
叢
鑛
継
懇
難
鐵
叢
．
鑛
繊
．
』
、
癒

灘
翻
雛
．
、
騰
叢
辮
灘
辮
難
欄
獲
鯉
歌
灘

鞍
薮
．
叢
醗
蕪
灘
慧
溝
糊
霞
耀
．
縷
鰯
懸
、

騰
懸
騰
欝
翻
纐
灘
叢
叢
擬
藻
繋
懸
籔
懇

欝
難
．
難
難
灘
獺
灘
鑑
顯
籔
羅
難
養
鷺

灘
翻
難
麟
懸
鑑
叢
灘
縫
欝
雛
．
鎌
灘
繊

　
灘
磯
羅
繋
鐙
慧
慧
鐵
懸
聞
懇
．
灘
醗

　
雛
雛
難
懸
臓
灘
饗
騰
譲
驚
撚
羨
慧
鱒

　
羅
離
鱒
、
灘
鑛
．
繊
難
嚢
嚢
灘
叢
撚
鋤

　
『
』
難
繋
縷
鍵
懸
ぽ
難
灘
　
選
難
－

　
鐵
蒙
榔
練
編
簸
嶽
籔
縫
灘
ー
灘
灘
叢

　
　
き

　
』
難
．
麟
謬
｛
濾
懸
懸
慧
華
．
欝
灘
懲
糞

　
　
騰
灘
灘
繊
灘
鐵
灘
鞭
懸
蓬
翻
縷
聯

　
　
　
　
羅
鵜
醗
灘
騰
魏
灘
撒
叢
縫
、
黙

　
※
灘
雛
蓑
縞
懇
騰
灘
灘
澄
醗
灘
灘
鷺

　
ー
繋
饗
魏
劇
譲
羅
蟹
籔
糠
灘
．
、
舗
灘

　
懸
難
羅
．

《
鉤

＠
》

◎
役
員
　
会
　
長
　
関
谷
　
孝

　
　
　
　
副
会
長
　
佐
藤
嘉
夫

　
　
　
　
書
記
・
計
量
　
笠
原
　
清

　
　
　
　
会
計
関
谷
孝
・
ア
イ

　
　
　
地
区
連
絡
責
任
者

　
　
　
　
讐
関
谷
孝

　
　
　
　
山
　
平
　
小
堺
重
三
郎

　
　
　
　
奴
奈
川
　
佐
藤
嘉
夫

　
　
　
　
伊
　
沢
　
山
岸
弘
政

◎
年
間
行
事東

京
湾
の
ア
ジ
…
…
…
船

江
戸
前
の
ハ
ゼ
…
…
…
船

越
後
柏
崎
に
一
泊
し
て

サ
ヨ
リ
・
ア
ジ
…
…
提
防

各
地
区
の
責
任
者
が
受
付
、

0
9

十九四
月月月

◎
募
集

、
◎
会
費
　
年
会
費
”
一
人
千
円

　
　
（
三
月
中
に
ご
送
金
く
だ
さ
い
）

　
　
な
お
、
大
会
費
用
は
実
費
で
す
。

　
〒
三
四
〇
　
埼
玉
県
草
加
市

　
　
　
　
　
　
　
金
明
町
八
〇
六
ー
一

　
　
　

　
　
覧
0
4
8
9
1
4
3
－
7
3
7
6

　
　
X

　
　
A
O
4
8
9
－
4
3
－
6
1
5
6

　
　
　

　
　
関
谷
孝
（
千
年
・
天
京
）
ま
で

　
　
只
今
の
会
員
は
二
十
名
。
　
『
釣
り

　
船
を
チ
ャ
ー
タ
ー
で
き
る
』
ほ
ど
の

　
入
会
を
望
ん
で
お
り
ま
す
。

　
　
会
員
以
外
の
お
子
様
や
、
奥
様
も

大
歓
迎
．

《
汎
イ
申
診
り
》

会
費
不
要
（
そ
の
都
度
、
各
自
負
担
）

　
第
一
回
目
は
、
お
花
見
を
兼
ね
て

四
月
九
日
（
日
）
多
摩
湖
、
狭
山
湖

近
辺
を
計
画
し
ま
し
た
の
で
、
参
加

ご
希
望
の
方
は
電
話
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

、
　
な
お
、
第
二
回
以
降
の
計
画
に
つ

　
い
て
、
当
日
、
皆
様
と
ご
相
談
い
た

　
し
決
め
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
お
申
し
込
み
は
　
〒
一
八
五

　
東
京
都
国
分
寺
市
戸
倉
四
－
三
－
二
五

　
　
　

　
　
艶
0
4
2
3
－
2
3
－
3
2
1
6

　
　
X

　
　
A
O
3
1
5
6
5
8
1
2
3
1
3

　
　
F

　
　
　
鈴
木
茂
雄
（
松
代
・
寺
の
下
）

《
田
抄
7
〉

　
難
嚢
難
蘂
欝
騰
難
撫
欝
騰
徴
難
惣

　
瓢
灘
縷
難
鞭
灘
鐵
護
羅
第
“
㎜
麹
懸

欝
癒
蒙
醗
、

　
纂
繕
．
灘
欝
騰
・
簸
越
騒
灘
難
．
・

譲
難
ー
蕪
魏
購
幣
醸
関
類
灘
薩
懸
選

騨
．
錐
闇
翻
麟
難
欝
鞭
慈
縷
蒙
酸
馨

灘
縢
逡
慧
灘
懇
購
叢
奮
、

　
緩
懸
莚
懇
類
籍
麟
攣
鰹
雛
鍵
灘
、
懸

議
慈
雛
雛
縷
蕩
灘
慈
灘
願
購
簸
嚢
嚢
．

　
譲
鞭
獲
難
藩
ぽ
　
驚
欝
鑑
⑳

幣
葉
県
撫
簿
撫
溝
療
灘
灘
難
欝
…
鍵

　
　
　
　
灘
鍵
瀬
灘
叢
羅
∞
∞
辮
釜
⑳
澱

　
翻
纏
義
雛
籟
ー
趨
慧
…
灘
懸
慧
嚢

　
難

　
鐵
織
慰
＄
｛
…
慧
“
鑛
照
懸
響
露
ー
扉
議
織
秘
糠
饗
慧

　
繋

　
叢

　
鐵
轡
馨
｛
難
繍
懸
灘
懸
膿
霰
｝
歪
濃
》
鍵
纏
搬
糊

　
嚢

　
　
懸
溝
薪
欝
騰
塞
懸
・
蒙
縷
欝
糊

　
　
　
　
④

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
券

畠
整驚隷

　
じ

役
員
交
代
の

　
　
　
お
知
ら
せ

山
平
地
区
　
山
岸
忠
治
郎
副
会
長
は

　
　
　
　
　
病
気
療
養
の
た
め
辞
任

　
　
　
　
後
任
者
、
高
橋
長
松
氏

　
　
　
　
　
　
（
莇
平
・
ま
す
や
）

峰
方
地
区
　
秋
山
佐
久
代
副
会
長
は

　
　
　
　
　
高
齢
の
た
め
辞
任

　
　
　
　
後
任
者
、
秋
山
正
三
氏

　
　
　
　
　
　
　
（
清
水
・
三
助
）

　
　
　
　
代
行
は
、
若
井
本
文
氏

　
　
　
　
　
　
（
蓬
平
・
し
た
ね
）

　
両
副
会
長
に
は
、
創
立
以
来
大
変

な
ご
尽
力
を
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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』
　
ノ
』
　
　
～

　
「
　
－

露
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

　
　
　
　
　
ニ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し

　
　
　
　
　

D
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
浦

　
　
　
　
　
　
ア

　
　
　
　
　
　
　
『

　
　
　
　
　
　
　
F
　
　
㌧

　
　
　
　
　
　
｝
　
　
　
’

　
　
　
　
　
　
　
ア
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け
コ

　
　
　
　
　
ー
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
　
　
　
＼

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
マ

　
　
　
　
　
　
　
　
』
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
、

　
　
　
　
　
　
　
と

　
　
　
　
　
　
　
』

　
　
　
　
　
　
　
　
叉
．
噌
　
》
酒

　
　
　
　
　
　
　
翔
．

聾端

燕
謡

擁
匹

　
　
し
ぶ
み
句
会

待
ち
待
ち
し
節
分
孫
が
年
女

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
千
代

雪
の
壁
バ
ス
を
隠
し
て
し
ま
い
け
り
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εし、ろ組亡ん もうじぎ　ぎし、ろ組だδ：

　礎㌔　　　灘灘
5鞭　　　　籔骸　　　　欝

　　けん　たろう
金沢健太郎玩

　　4　歳
　室野駐在所

　　　もと　き
布施泉季玩
　　5　歳
松代　天理教分教会

働きながら学べる

通信制高校

　　よし　たか
安藤由孝玩
　　4　歳
松代柳建材

㊨㊥⑭㊥⑭㊥
立候補予定者の
　　　説明会の開催

松代町議会議員一般選挙

《日時》3月16日（木）

　　　　　午後1時30分より
《場所》

　　　松代町役場　第1会議室

新潟県議会議員一一般選挙

《上越会場》3月24日（金）

　　　　　午後1時30分より
　　上越市本城町5番6号
　　総合庁舎分館4階大会議室

※なお、3月23日には新潟会場

　と佐渡会場で、24日には長岡

　会場でも開催されます。

　雪消えが進むとともに、畑な
　　　た　　　　ぴ
どで『焚き火』や『野焼き』を

する機会が多くなります。

　しかし、この時期は空気が乾

燥し、火災の起こりやすい状況

となっています。ちょっとした

小さな残り火が大切な家や山林

を灰にしてしまいます。

　完全に消えるまで、その場を

離れないようにしてください。

『安心の暮らしの中心

　　　　　　火の用心』

、

緩

一
y

ンレ’ノ

，0に1　？

　　ゆ

1

9

　新潟県立高田南城高等学校通

信制及び県立新潟高等学校通信

制では、平成7年度入学生徒の

募集をしています。

　通信制では、毎日登校しない

で、月に2～3回決められた日

曜日に登校して授業を受け、他

の日には自宅で与えられた課題

を学習してレポートを提出し、

3年以上で高等学校の卒業資格

を得ることができます。

　なお、教科書は無償で給与さ

れ、就学奨励金の貸与制度もあ

ります。

　今年3月に中学校を卒業見込

の人、中学校を卒業した人や、

それと同等以上の学力のあると

認められるならば、年齢に制限

なくだれでも出願できます。

「入学案内」を希望する人は、

返信用切手（90円）を貼った返

信用封筒を添えて、下記へ請求

してください。

〒943上越市南城町3－3－8
　県立高田南城高等学校通信制

　T　E　Lo255（24）0523（教務室〉

　T　E　LO255（23）7672（事務室）

〒951新潟市関屋下河原町2

　新潟県立新潟高等学校通信制

　　　　TELO25（266）2024
灘，鰍灘、灘，灘，灘翻灘鞭、撚蹴，伽撚躍蹴灘灘ウ鰍備’灘灘灘・礎’灘滞灘う瀞灘～辮灘灘撒・辮灘・撒・撚躍灘膨乞撚・灘り灘灘灘も粥聯～撒灘蹴辮う灘・灘灘灘蹴一灘辮’撒『鋤辮滞’灘’翻’灘る滞辮「徽一灘撒’滞躍一灘撒“灘滞灘灘吻

国保の窓ロより

老人医療費一部負担金の変更
　4月1日から、老人医療費の外来（通院）の一部負担金が、

　1，000円から1，010円に引きあげられます。

1，000円 700円
・難繭韓響鱒灘難麟灘 1，010円 700円

タ
㌻

一つの医療機関ごと

に毎月最初の診療日

に支払う。総合病院

では各診療科ごと、

医科と歯科では別々

に支払う。

入院日数分支払う（

ただし、住民税非課

税世帯で、老齢福祉

年金を受けている人

は、1日300円を2か

月問だけ支払う）。

＾∵集
．（
》●

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　吻’辮～灘，撒一礎与聯
　　　　　　　　　　　　　　　　　へ　1馬
　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・　η
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ん
入院時食廓療養費の支給　　　　●

　　　　　　　　　　　　　　　￥
　入院中の1日の食事にかかる費用のうち600円を一般

の被保険者の方々に負担していただき、残りを国保が入

院時食事療養費として負担します。

　入
の院
標時
準の
負食
担事
額代

鎌・、一素　麗鐘響 1日600円

『
き
華

懸90臼までの入院 ※1日450円

護

．90臼を超える入院 ※1日300円

蒙

※1日200円

※住民税非課税世帯の方は、「標準負担額減額認定証）「申請によ『）交付）が必要

となります。

●食事代の標準負担額は、高額療養費を算定する自己負担額には入りません。
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粍

輩鱗醗

上越地域

職業訓練センター
　　コースのご案内

★訓練科目及びコース内容

2級建築士コース4／13～g／30㈲

第2種電気工事科4月～7月㈲
建築科　7年4月～10年3月圓
左官科　7年4月～10年3月㈲
板金科　7年4月一10年3月㈲

建築設計科　4月～9年3月㈲
管工事施工科7年5／11～9／29㈹

★定員　　　10名～20名

★場所　上越市高土町3－1－12

★申込期間　各コース講習開始

　　　　　2週間前まで
★受講受付　各コースとも常時

★問い合わせ

　上越地域職業訓練センター

　　　　　盈0255－23－0737

　県では、広く県民の皆様から

県政についての建設的なご意見

やご提言をいただくために、次

の場所に「県政ポスト」を設置

し、所定のはがきを用意してあ

ります。皆様のご意見、ご提言

をお待ちしております。

◆新潟県庁舎（2か所）

◆県総合・合同庁舎（17ヵ所）

◆県運転免許センター（1ヵ所）

◆市町村役場窓口（112ヵ所）

松代町では、正面玄関を入って

右側に置いてあります。

　詳しくは、県広報広聴課まで

　奮025－285－5511　内線2116

15

銃砲刀剣類

登録審査会開催

【日程】

7年4月21日㈹　新潟市
　　6月23日（金）長岡市

　　8月18日㈹　新潟市
　　10月13日㈹　長岡市

　　11月24日㈹　新潟市

8年1月19日㈹　新潟市
　　2月23日（金）長岡市

【会場名と時間】

新潟市　県庁行政庁舎　会議室

長岡市　長岡市厚生会館

　　第1小ホール大手通り1丁目

　①午前10時から正午まで

　②午後1時から2時30分まで
【登録審査会に持参するもの】

①登録を受けようとする

　　　　　　　　銃砲刀剣類
②銃砲刀剣類発見届受理証

　（所轄警察署が発行します）

③登録申請手数料5，200円／件

　（新潟県収入証紙で納入）

④印鑑

3月27日より

　智025－382’一4152
《受付時間》毎日午前9時から

　　　　　　　午後9時まで
　子どもさんや家庭に関するこ

とで、心配や不安のある方、い

じめや不登校、発育の遅れなど

でお悩みの方、どんなことでも

お気軽にお電話ください。

　子どもさん本人からの相談も

お受けしております。

阪神大震災

救援物資の輸送に

　　　　ご協力を！

　阪神大震災で神戸を中心に、

道路の通行の禁止・制限をして

います。

　被災者救援物資や、災害復旧

資材の搬入をスムーズに行うた

め、被災地への一般車両の乗り

入れは、当分の間、ご遠慮くだ

さい。　　　　　　安塚警察署

　法制審議会民法部会は、民法

の内、家族法（親族法、相続法）

の分野について法改正の審議を

進めておりますが、今回の改正

審議の対象となっている事項は

夫婦がそれぞれ別の氏を称する

事を認めるか、夫婦が5年以上

共同生活をしていない場合には

裁判上の離婚を認めるか、嫡出

でない子の相続分を嫡出である

子の相続分と同等にするかなど、

国民生活に深くかかわる問題が

採り上げられています。

　そこで、法務省では、この家

族法の改正の検討にあたって、

国民の皆さんのご意見を参考に

させていただくため、受信専用

ファックス「家族法ホットライ

ン」を設置しました。

　　　　FAXO3－3592－7786
受付期間は、3月31日㈹午後5

時まで　　　　　法務省民事局

新潟空港アクセス鉄道

シンポジウム開催

　　　　のお知らせ

【日時】3月20日13時～16時半

【会場】

　ホテル新潟　3階　飛翔の間

　　　　新潟市万代5－11－20

【内容】①平山県知事の特別講

演②東大工学部中村英夫教授の

基調講演③宮城・静岡県の事例

紹介④パネルディスカッション

等

【申込方法】住所・氏名・電話

番号・会社名を明記の上、はが

き・電話・FA　Xで願います。

【申し込み・問い合わせ先】

新潟空港アクセス鉄道

　　　シンポジウム実行委員会

〒950新潟市新光町4－1
　　新潟県港湾空港局振興課内

T　E　LO25－285－5511内線3459

FAXO25－284－5042
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を
持
ち
な
が
ら
、

昨
年
の
九
月
に
帰
っ
て
き
ま
し
た
。

　
初
め
は
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
て
い
た

の
で
す
が
、
現
在
は
『
瀬
沼
そ
ば
』

で
お
世
話
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
仕
事
を
始
め
て
か
ら
、
四
か
月
が

過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
い
ろ
い

ろ
な
仕
事
に
も
だ
い
ぶ
慣
れ
て
き
ま

し
た
し
、
職
場
の
人
た
ち
に
も
す
ご

く
良
く
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　
と
に
か
く
、
笑
い
の
絶
え
な
い
職

場
な
の
で
毎
日
が
楽
し
み
で
す
。
こ

れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　
さ
て
、
年
明
け
早
々
に
行
わ
れ
た

『
世
田
谷
子
ど
も
祭
り
』
に
私
も
参

加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の

時
に
初
め
て
「
よ
ろ
い
」
を
着
る
こ

と
が
で
き
、
大
変
感
激
し
た
こ
と
を

覚
え
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
一
生
懸

命
作
っ
た
『
か
ま
く
ら
』
の
前
で
、

世
田
谷
の
子
ど
も
達
と
一
緒
に
写
真

を
撮
り
、
一
日
を
楽
し
く
過
ご
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
い
ろ
い
ろ
な
行
事

に
参
加
し
て
い
け
た
ら
い
い
な
、
と

思
っ
て
い
ま
す
。
先
ず
は
『
越
後
ま

つ
だ
い
冬
の
陣
』
に
ぜ
ひ
と
も
参
加

し
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
松
代
の
住
民
と
し
て

み
な
さ
ま
と
顔
を
会
わ
す
こ
と
が
あ

る
と
思
い
ま
す
け
ど
、
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　男　　2，400人　　（一2人）

　女2，475人（＋5人）
　計4，875人（＋3人）
世帯数1，492世帯（＋2世帯）

　出生2人　　死亡5人

　転入11人　　転出5人
　　　（7年2月末日現在）

一人ロの動き一

圃
園
圏
圃

▼
「
探
し
物
は
な
ん
で
す
か
、
も
う
、

見
つ
か
り
ま
し
た
か
？
」
あ
た
ふ
た
と

動
き
回
っ
て
い
る
と
よ
く
質
問
さ
れ
ま

す
。
急
に
声
を
か
け
ら
れ
る
と
、
と
た

ん
に
忘
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
れ
で
も

探
し
続
け
、
見
つ
か
っ
た
時
の
喜
び
は

ま
た
格
別
で
す
。
▼
春
は
卒
業
・
就
職

や
転
勤
の
シ
ー
ズ
ン
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ご

家
庭
や
職
場
で
は
、
引
っ
越
し
な
ど
で

大
変
な
こ
と
と
思
い
ま
す
。
小
生
も
昨

年
仕
事
が
変
わ
り
ま
し
た
。
雑
誌
一
冊

に
し
て
も
「
捨
て
ざ
る
べ
き
か
、
否
か
」

た
び
た
び
登
場
す
る
ハ
ム
レ
ッ
ト
に
苦

悩
し
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。
▼
も

う
じ
き
お
彼
岸
、
先
祖
の
お
墓
参
り
に
、

と
い
っ
て
も
雪
の
多
い
と
こ
ろ
な
の
で

掘
り
出
す
ま
で
が
一
苦
労
。
み
ご
と
、

お
墓
の
頭
を
探
し
出
し
手
を
合
わ
せ
て

瞑
想
に
ふ
け
る
時
「
自
分
は
こ
ん
な
時

間
を
探
し
て
い
た
ん
だ
」
気
づ
い
た
時

か
ら
ま
た
夢
を
探
し
始
め
て
い
ま
す
。
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同翻窃團回
（1月26日～2月25日受付）

　げんきな良い子に（出生）
　　しず　か
菅井静香ちやん幹雄・洋子さん

　　　（2女・苧島・文左工門）

　ご冥福を祈ります（死亡）

柳　繁一さん　　　85歳

　　　　　　　（千年・上ノ原）

柳　宗市さん　　　77歳

　　　　　　　（千年・城之塚）

小野島傳重郎さん　82歳

　　　　　　　（会沢・やちだ）

関谷辰義さん　　　　67歳

　　　　　　（松代・かきちさ）

山賀武司さん　　　　86歳

　　　　　　　（池之畑・幸蔵）

Oこ7hず
　はらた　　　　　 きりた
＊腹立てるより義理立てよ
　　　　　　　　　まわ腹を立てては自分も周りも気分

が悪い、同じ立てるなら義理を

立てろということ。
　しゃっかん

＊弱冠

古代中国では、二十歳のものを
　よわい

「弱」と呼び、男子は二十歳に

なって初めて冠をかぶることが

できたことから、二十歳ほどの

者のこと。十歳が幼、三十歳が

壮、四十歳を強という古代中国

の習慣。
　むカしし　 と　　　　　　　　 きオユつブカヤ

＊昔操った杵柄

使いなれているきねづかのこつ

は、年をとっても忘れないよう

に若い頃にきたえた腕前は老い

ても衰えることなく立派に役立

つといっこと。
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